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【政治学研究会講演録】
私の国士舘生活について
 奥深山　親　司
　おはようございます。ようやくあと 4 か月で「サンデー毎日」──毎日が休
日──を迎えられそうなのですけれども，これもひとえに皆様方のおかげでし
て，とりあえず引退までおいてもらえたかな，という気がしています。本当は
学術的なことを講演れば，結構なのでしょうけれども，もともとそのようなこ
とは苦手な領域ですので，ご容赦願います。1961 年，昭和 36 年に政経学部が
できたときの第 1 期生は，この会場にはおそらく私一人しかいないものですか
ら，多少うそを言ってもごまかせるだろうという面がありまして，その辺から
すこしお話ししたいと思います。『政経学部創設三十年史』の編纂を私が責任
をもってほとんどおこなった経緯もありまして，考えてみると，再来年すなわ
ち 2011 年は 50 周年になるのですね。それでぜひ最後にお願いしておきたいの
は，本日の話がひとつの契機となって，ちょうど半世紀のまとめを政経学部と
して取り組んでいただけたら，私の置き土産になるかなと思っております。
　さて，まず私と国士舘の縁についてお話しします。大変な田舎者だった私の
もとへ，国士舘大学が政経学部を創設した，入学を許可するから手続きしろ，
という手紙が（1961 年）4 月のはじめ頃に来まして，「えっ，国士舘大学って
どこにあるのだろう」という，そのような出会いからはじまったわけです。そ
の書類のなかには，政経学部の設置準備委員をやっておられました早稲田大学
の内田繁隆先生が，早稲田を退任されて国士舘に移って政経学部の設置をする
という，推薦書のようなものが入っておりました。教授陣の名簿も載っており
ましたので，ひとつは「ああ，いい先生方が来て，新しい学部ができるのだな」
と。もうひとつは，じつは私は早稲田を受験し失敗しまして，その受験のと
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きに，早稲田の大学新聞のなかに「国士舘大に政経学部生る」という記事──
のちに『国士舘大学新聞』第 1 号にその記事の写真版が載っているのですが──
があって，それを見ていたのですが，前述の経緯により浪人生を決め込んでい
たところへ，入学を許可する，と来ました。
　まったく新しい学部ですから，魅力的な面と不安な面といろいろありました
ので，高校で懇意にしていた先生方に相談したところ，ひとりは──あとでわ
かったことですが，東大出のマルキスト系の先生で，「国士舘なんて，あんな
右翼の学校へは行くな」と言う。もうひとりは，私は歴史が好きだったもので
すから，歴史の教師で尊敬していた先生に相談したら，「どこだっていいじゃ
ないか，この時代に」── 1961 年ですから，まさに六〇年安保の翌年，まだ
18 歳人口の大学進学率は 3 割くらいだったのではないでしょうか──大学で
勉強できるのだったら，行ってみたらいいじゃないか，と言ってくれた。私は
もちろん後者の先生の言にしたがって，国士舘に入学の手続きをした。いずれ
にせよ，国士舘に入学した動機というものは，新しい学部・学科ができるとい
う魅力，内田繁隆先生なんかに教われるのだ──内田先生は当時，一般の新聞
にもずいぶん政治評論等を出しておられたので，私などでも知っておりました
──という魅力であった，と思い出されます。
　入学式はたしか 4 月 20 日頃におこなわれたと思います。というのは，政経
学部設置は 3 月 10 日に認可が下りまして，すでに舘長の柴田徳次郎先生の出
身地である福岡や，九州あるいは北海道などでは体育学部の先輩が相当います
ので，そういうルートで学生募集はあったようですけれども，しかし，おおや
けに学生募集できるのは 3 月 10 日以後になるということで，そういうことも
あったからでしょう，入学式は 4 月 20 日頃におこなわれました。いまは図書
館棟になっておりますが，あそこに体育館がありまして，その体育館で入学式
がおこなわれたのですが，来場してひとつびっくりしたのは，式のはじまる前
に軍艦マーチがガンガン鳴っておりまして，「おお，勇ましい学校だな」と。
当時はせいぜい繁華街のパチンコ屋が軍艦マーチを流しているぐらいの時代
だったと思いますので，びっくりしました。そのときの舘長の最初の話が，ソ
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ビエット批判，共産党批判ですね。それから日本に憲法を押し付けたアメリカ
批判。そのような話が中心で，相当過激な調子でしゃべられるので，びっくり
しまして，「こういうことを大学の総長が言っていいのかな」と，まだ若い身
の上としてはちょっとびっくりしたというのが正直なところでした。
　そのときの来賓として，小汀利得さんという日本経済新聞社の顧問が祝辞を
述べました。この人も日教組批判をやらせたら一級の批判をする人で，私はあ
のとき「丹頂鶴」という言葉を小汀先生の祝辞ではじめて覚えました。「丹頂
鶴ってなんだ？」と思いましたら，曰く「丹頂鶴は頭が赤いだろう。あの頭が
共産党なんだ」と。だいたい本物の丹頂鶴は北海道へ渡ってくるそうですから，
私の生まれた長野の地は寒いとは言っても飛来しませんので知らなかったので
す。それから吉村正先生（当時，早稲田大学政経学部長）が，まじめな政治学
の歴史を話してくれました。早稲田大学の政治学・近代政治学は 70 年以上と
言っていましたかね，たしかそのような話で，ここに同じ目的をもつ学部がで
きることを慶んでいる，というような祝辞を述べていただいたことをよく覚え
ています。
　柴田徳次郎先生が早稲田の政経学部の出身だった関係で，学部・学科設置に
あたって，早稲田からたいへんたくさんの先生方が移られました。あらためて
当時の大学新聞を調べてみましたら，『早稲田大学新聞』に掲載されたところの，
ひとつはさきに述べました「早稲田の姉妹校狙う／国士舘大に政経学部生る」
という見出しの記事と，もうひとつは「政，法などから 28 人／大量に国士舘
大へ出講」という見出しの記事とが，写真版で掲載されております。事実，早
稲田からはたくさんの先生方が来て，私の高校の同級生が早稲田の政経に行っ
ていましたけれど，彼から「あんな先生に俺たちは教われないぞ」と聞かされ
たこともありました。先に紹介した吉村正先生は当時数少ない政治学博士。中
村宗雄先生というのは民法の大家。それから斎藤金作先生は刑法の大家。こう
いう先生方に直接教わったのは短期間ですけれども，だいたい半年くらいです
かね，そのあとはお弟子さんがやるのですが，しかし，こういう有名な先生方
の謦咳に接することができたのは幸運だったなと思っています。
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　当時の教授陣の紹介も大学新聞には詳細に出ております。ある程度思想的に
右寄りの人が多いという印象でした。たとえば，外交史の田村幸策先生，それ
から三枝茂智先生という外交官上がりの先生──この先生には外交史と外書講
読を受講したのですが，激しい講義をされる先生でした。授業ではまずマルク
ス，レーニンの批判からはじまって，もうほとんど外書講読は 2 行か 3 行で終
わってしまう。あるとき，1 期生で外語大を病気で中退して年齢もけっこう行っ
ていた人なのですが，この人が三枝先生と大喧嘩をはじめまして，「先生！こ
れが外交史か！これが外書講読か！」と言って，彼も興奮すると相手構わず食っ
て掛かる人だったので，すごい場面を経験したことを覚えています。先生もや
はり外交官上がりですから負けてはいません。「君にそんなことを言われる筋
合いはない」とか，いろいろ反駁していました。しかし，それも考えてみれば，
国士舘に政経学部をつくったときの舘長柴田徳次郎先生の意気込みというもの
が，そういう先生方を集めたというところに表れているのかな，と感じており
ました。
　政経学部の創立記念式典（政経学部開学式）が，6 号館の最上階に柔道場が
あって，その柔道場で（1961 年）5 月 27 日におこなわれました。これはもう
盛大なものでして，そのときに来賓として見えられた人たちが，松野鶴平参議
院議長，荒木万寿夫文部大臣，椎名悦三郎通産大臣などです。大学新聞を見る
と「松野鶴平閣下」というふうに閣下という尊称をつけております。これも当
時の世間では一般的なことではなかったのですが，国士舘では「松野鶴平閣下」
「荒木万寿夫閣下」「椎名悦三郎閣下」だったわけです。椎名さんはのちに「三
賢人」の一人と言われた人ですが，国士舘の後援者でした。もちろん来賓の人
たちの多くがそうなのですが，ほかにも木村篤太郎元防衛庁長官，鶴平さんの
ご子息の松野頼三さん，それから日本大学の古田重二良会頭。この人は恰幅の
よい人で，見るからに私学の雄といいますか，事実，私学を牽引している大指
導者だと言われていました。また早稲田からは大濱信泉総長が見えておりまし
た。ほかに政治家では参議院議員の剣木享弘さん，体育学部の関係で日本体育
大学の栗本学長，三菱電機社長の関義長さんなど，錚々たる人たちが見えてお
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られました。
　このとき舘長は最初に，きょうは錚々たる来賓が見えているから，私の話は
10 分くらいで終わって，来賓の先生方にも 10 分くらいで終えていただき，そ
のあと柔道場の鏡開きをやる，などと言いながら，実際のところ，舘長の話は
延々 1 時間以上続いてしまう。まあ，これも舘長の意気込みなのですね。これ
まで国士舘は体育学部だけだったのが，六〇年安保の直後という世相のなかで
政経学部を創立し，国士舘で日本のリーダーをつくるのだという意気込みをよ
く語っておられました。しかしながら，ただ思い出に残っているところは，と
にかく舘長の話が長くて，早めに切り上げるはずなのに滔々と話が延びるもの
だから，来賓のお客さんのほうはどうするのだろうかと，聴いているこちらの
ほうが心配してしまう，というものでした。そして数名の先生方──松野鶴平
閣下，荒木万寿夫閣下，それから椎名悦三郎閣下，その場で祝辞をもらったの
は 3 人ぐらいでしたけれど，皆さん国士舘を応援してきた政治家でしたから，
この学部ができたことを大変慶んでいる，という祝辞をいただいたことを覚え
ています。
　そのあとのレセプションといいますか行事として，三船久蔵十段と会田九段
が柔道の形をする。もう二人とも高齢ですよ。三船先生は 80歳を超えていた
かもしれない。この先生が柔道の形を，6 号館の 5 階の新しい柔道場でやるの
ですね。「五の形」を見せてくれました。これはすばらしかった。そのあと醍
醐敏郎八段──醍醐さんは全日本選手権を制覇した人で，この醍醐さんと本学
の上野孫吉七段が投げの形を披露した。それから柔道部 150 名の乱取りです。
バタンバタンと 5 階でやるものだからすごい音で，のちに体育の授業で柔道の
実技があの道場ではじまると，下の階の教室では授業ができないということで，
厳しい先生は「もう授業はやめだ！」と言って帰ってしまう。しかしこれは，
柴田舘長自慢の道場でして，480 畳だったでしょうか，大変広い道場でした。
現在は階段教室に改造されましたけれど，本当は当時の建築基準でいえば，あ
そこは「屋上」で，構造物をつくってはいけなかったらしいという話もあるの
ですが，ちゃっかり畳を敷いて屋根を取りつけて，そこで国士舘柔道が強くなっ
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ていった。しかしながら建築基準というものは，時代とともに変わってゆくも
のだから，その点は先を見通す舘長のことですから，それでよかったのではな
いのかな，などと冗談半分に思うのですがね。
　さて，以上のような漫談みたいな話ばかりになってしまうのですが，いざ授
業がはじまってみると，まだ教務などという組織は整っていないし，とくに開
講科目に関して私が喜んだのは，専門科目が 1 年次からバンバン入ってくるの
で，一般教養科目で再度，高校でやったことを繰り返すというようなことが批
判されていた時代ですから，面白いことは面白かった。ところが，あとになっ
てみたら，1 年のときに外書講読は単位を取ったのに，3 年になったら「また
履修しろ」などと学生監のほうから命令が下る，というようなこともありまし
た。一説には，高名な先生方に国士舘へ移っていただいて専任になってもらっ
ているのだから，先生方を遊ばせておくことはない。とにかく 1 年から専門の
先生方に教われ，ということでカリキュラムを組んでいったという話も聞きま
したが，先生方もあまりそれに異を唱えず，1 年次から専門科目がバンバン入っ
てきた，という経験が思い出されます。
　つぎに，舘長訓話について話したいと思います。創立者柴田徳次郎舘長がじ
きじきに大講堂において私たち学生へ毎週 90 分の訓話をする。話の内容は，
その週に起こった時事問題などについて話されることも多いのですが，舘長は
日本の歴史が好きだったものですから，そのなかから自分が教訓となると考え
たものを話される。そして授業が終わると，学生は所感文を出すわけです。こ
の所感文が大変なのですね。現在も試験に使っているあの用紙 1 枚に書くの
ですが，私などは字が下手なものだから，もしかしたらかえって救われたのか
な，と思います。政経の 1 期生の場合は人数が少なかったから，毎週舘長は自
身でその所感文をほとんど読んでいて，字が上手で文章も上手というわれわれ
の同級生は，つぎの訓話のときに，だれだれはいるか，と呼ばれて，「この前
の所感はよかったぞ」と誉められるか，「お前はまだ国士舘人になっていない
な」と怒られたりしました。人数が少ないから名前を覚えられてしまうのです
ね。私の場合は字が下手だから，あまり丁寧に読まれなかったのだろうと思い
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ます。やがて 2 期生，3 期生と学生が増えてくると，もう舘長も手におえない
わけですから，各学生監に読ませて，良いものを数枚とか，悪いものを数枚もっ
てこいということになった。そうなると私などはちょうど中途半端な位置にな
るので，舘長の目にかからないということになるわけです。
　この授業は「実践倫理」という評価項目に該当していて，ほかに，たとえば
教室の掃除とか門番とか，いろいろなものを総合したところで，学生監が優良
可の点をつける。大学卒業のときに政経学部は全員，舘長による個別面接があっ
て，そのうえで修了したのですが，そのときに私は舘長から「お前はなんで実
践倫理の成績が悪いのだ」と言われまして，私の学生監だった稲垣先生が「奥
深山はアルバイト学生で，先生の授業を全部出ておりません。それで私が悪い
点をつけました」と，助け船を出してくれました。
　まあ，われわれは日教組の教え子ですからね。そういう意味で最初，国士舘
に入ってきたときは相当びっくりしました。しかし時間が経ってみて，いま私
はつくづく思うのですが，もし舘長が生きていたら，「そら見たことか！ソビ
エットは崩壊したろう。ベルリンの壁は壊れて，中国だって毛沢東路線は修正
しているじゃないか」と言ったかもしれない。なんと言いますか，時代が早かっ
たような気がするのですね，あの先生の問題提起はね。まあ，そういうふうに
とれるのかなと思っております。
　つぎに内田繁隆先生，恩師との出会いについて話したいのですけれども，さ
きほど申しましたように，入学を許可するという国士舘の書類のなかに，内田
先生の推薦文があったというのがひとつのきっかけ。それから，内田先生から
は政治学原論を教わっていたわけですけれども，そこで先生から，西洋は契約
社会，日本は共同体の社会，東洋と西洋の基準の違い，というものを聴かされ
て，その講義に共鳴したことも，ひとつ。これは余談ですが，のちに私は内田
先生に結婚の仲人をしていただきまして，その仲人の挨拶が延々と 40 分ぐら
いになりまして，式場を借りている残り時間を考えて司会者があたふたしてお
りましたけれども，その話がまたこの学説なのですよ。「西洋の契約社会では
結婚も契約だ。だから離婚やなんだかんだで慰謝料がどうのとか，そういう話
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になってしまう。それに対して日本は共同体の社会だから……」と言って，こ
れをゲマインシャフト，ゲゼルシャフトで説明するものだから，講義
0 0
が長いの
ですよ。いやまあ，有り難い祝辞をいただきました。
　それから，私たちは入学して「政治研究会」というサークルをつくったので
すが，その顧問に内田先生になっていただいた。そして現場指導は河原宏先生
にお願いした。当時，河原先生が一般教養の政治学を教えに見えておられたの
で，先生にとっては毎週大変だったとは思いますが，授業が終わったあと，世
田谷区役所の食堂でお茶を飲みながら，河原先生に政治研究会での勉強を見て
いただいた。それも先生の持ち出しで，先生がお茶代を払ってというかたちで
した。大変楽しい指導を受けた。その縁で忘年会などのときに内田先生をお呼
びして，普段の授業ではだいたい一方通行の話ですが，そういうときにはいろ
いろな話を聞くことができた。
　私は 3 年生になってから専門演習で内田ゼミに入って，内田先生の指導を
受けていたのですけれども，私の大学在学中にも先生は胃潰瘍かなにかの手術
をされて，東大病院で 4，5 か月入院された。そのときにお見舞いに行ったり
しまして，結果的に先生の印象に残ったのですね。大学院への進学ということ
も内田先生に相談して，「せっかく大学院ができるのだから，やってみないか」
という話で，進学を決めました。
　大学院在学中に記憶に残っていることは，内田先生はちょうどこの時期，『政
治学新原理』という原論の著書と，それから『日本政治社会史』を出版された。
夏休みはほとんど，内田先生のご自宅に朝の 9 時頃伺いまして，先生を手伝い
ながら，原稿の整理と上がってきたゲラの校正などをおこないました。それに
しても，本当に勉強する先生でしたね。なぜ，そのような先生から教わりながら，
自分のような怠け坊主が出来上がるのかなと，いまさら反省しても遅いのです
けれども。そのようなことで『政治学新原理』と『日本政治社会史』は，私が
ちょうど大学院在学中にお手伝いして出版にいたったということで，のちに私
が専任に採用されて，日本政治史などを講義するときには，先生のご著書を使
わせてもらいました。また大学院のときも内田先生は入院されて，このときは
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私も大変でした。大学院の原論の授業を代講しろということで，中拂先生など
はそのときに学生として聴いていた。汗を拭き拭き，自分でもなにをやってい
るのかわからない，というような状態だったことを思い出します。
　さきほど，学部卒業のときに舘長面接があったということは話しましたが，
大学院入試のときも面接があった。受験生の人数が少ないですから──政治学
研究科は，私と九州の宮崎君という 2 人しかいない。経済学研究科でも 2 人し
かいませんでした──現在 1 号館のある「舘宅」でおこなわれたわけですが，
また舘長に「お前は実践倫理が悪いな」と言われまして，「しかし，せっかく
大学院をつくったのだから，頑張りたまえ！」と激励していただきました。そ
して夏休み明けに急遽，国士舘高校の先生が 2 人辞めたということで──あと
になって聞いたところによると，組合をつくるというような動きがあったとか，
あるいは舘長に直接，待遇改善の問題などを言いに行ったとか，大学の一部の
先生と結託してなにかをしたとか，いろいろな話がありました──。そこで
「あしたから高校の教壇に立て！」と言われました。私が社会科の教員免許を
もっていることは，大学院入学のときに舘長は知っていたものですから，「生
徒に自習させてはだめだ」ということで，ピンチヒッターとして高校の社会科
の授業を約半年，受けもったことを思い出します。
　博士課程が満期になったときに，内田先生が舘長に「奥深山が博士課程を終
えるのだけれども，どうしますか」という話をしたら，舘長の「卒業生は残せ！」
という鶴の一声があったということで，このような有り難い話はないですね。
現在であったら公募で優秀な人たちを集めるので，このようなことはありえな
いのですけれども，私は内田先生からそのように聞きました。舘長が「卒業生
はいつか役に立つことがあるだろう」と言ったという話なのだけれども，私の
40 年を反省してみると，はたして役に立ったのかどうか。むしろ国士舘舘長
の思っていた方向で努力しなかったのではないか，という反省もありますけれ
ども，私は私なりに，自分の母校を社会に評価されるような存在にするための
一助を担えればという気持ちはあった──本当に力になったかどうかは知らな
いけれども，自分ではそう思ってやってきました。
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　私は『政経学部創設三十年史』で，舘長柴田徳次郎先生がご存命の時代，昭
和 36 年 4 月から 48 年 1 月までを，国士舘政経学部の「創設期」として位置づ
けた。これは舘長が国士舘を 6 学部 1 短大という総合大学へと創り上げていっ
た時期です。教員仲間の話でいうと不満もありました。給料はなんでこんなに
安いんだとか，身分も不安定だとか，いろいろ言う人はいましたけれども，ま
さに創立者が大学を大きくしつつあるときですから，仕様がなかったのかなと，
私は思っています。ただ舘長が亡くなったあと，高校の一部生徒が朝鮮高校の
生徒と喧嘩をして，それが社会問題になるということがあって，そのときに舘
長の盟友だった法学部の中村宗雄先生が中心になって近代化委員会というも
のをつくった。私も委員として参画して，一番難しいところの暴力対策委員会
というような部署に入って答申を出したりしました。創立者の亡き後は，この
近代化委員会の敷いた路線にしたがって，学部教授会等が中心となって運営し
ていくという方向性が出てきた。そして旧来の管理運営体制と新しい教授会自
治的なものとのあいだの齟齬が生じてきた。そのことで 2 代目柴田梵天先生
の時代に 10 年ぐらいごちゃごちゃしてしまったというところがありましたけ
れども。
　昭和 48 年の近代化委員会によって国士舘は相当前進します。それから，昭
和 53 年に学内諸問題対策委員会というものができまして，私はこの委員にも
選ばれて── 1 期生というのは，こういうときにひっぱり出されるのですね。
「表に出て，なにか意見を言え」ということですからね。学内諸問題対策委員
会も夏休みをかけて，大学の再生案といったようなものを出しましたけれども，
われわれは教授会サイドからものを言う立場ですから，なかなか管理者のほう
でそれを聞いてくれないということがあって，結局のところ，ごたごたしてし
まった。そして昭和 58 年に不幸な事件があって，そのあとの 59 年，まさに「国
士舘大改革」なる諸規定整備委員会というものがつくられるのですね。ここで
は，寄付行為部会でまさに寄付行為とか，先日おこなわれたところの学長選の
選出規定とかを中心に，諸規定をつくり上げました。学内から三十数名という
委員を選び出して，相当盛大に取り組んだ改革でした。その結果，管理機関と
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教学機関といいますか，いうなれば法人と教学とが，話し合いでともに進んで
いくという環境が出来上がっていったと言ってよいかと思うのですね。そのあ
とは私も，やっと学部のほうに帰るといいますか，当時は政経一部と政経二部
とで教授会はべつべつに運営していたものですから，政経二部のほうで教務を
したり学生主任をしたりしました。
　これからは更に建設のための対策委員会が必要だと思います。たとえば，い
まは国士舘 100 周年という課題がありますが，できれば法人と教学がもっと密
に話し合って，今後のことを決めていったらよいのではないかなと思っており
ます。また最後に，さきほど申しましたように，かつて私は資料などが整って
いないなかで，いちおう『政経学部創設三十年史』をまとめました。ですから
50 周年は，ひとつ良いものをまとめていただきたい。もちろん催し物なども
あれば結構だと思います。私は来る 3 月に大学を去りますので，聴講の皆様に
おかれては，ぜひとも良い記念誌をつくってください。やはり，たとえ短い期
間であっても，縁あってこの学部・学科で教鞭をとられた先生方については，
記録に残しておかないといけないのではないかなという思いでして，そういっ
た記録を残すためにも，記念誌というかたちでまとめておかないと，いつか記
録が散逸してしまうのですね。そういったことに気を留めない向きもあるかも
しれませんが，私のような歴史研究をやってきた人間から言わせると，つまら
ない土台石もそれが建物を支えている，ということもありますので，その点を
皆様にご勘案いただきながら，本日の話を終わりにしたいと思います。
　（本稿は，大学院政治学研究科・博士課程在籍の工藤憲一郎君に整理してい
ただいたものである。）
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